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(1) 動力計DA50-UW 仕様 制動装置・仕様
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型式

回転方向

最大吸収動力

最高許容回転速度

ﾄﾙｸ検出器
[1.] 型番
[2.] 定格荷重
[3.] ｱｰﾑ長
[4.] 校正ｱｰﾑ長

ﾄﾙｸ指示
[1.] 指示単位

回転検出
[1.] 回転検出数
[2.] ｾﾝｻ

回転速度表示

冷却水
[1.] 循環方式
[2.] 給水量

定期交換部品

[1.] 交換

重量

外形・寸法等

付属品

DA50-UW

両回転
*ﾛｰﾄﾞｾﾙ信号の切り替えはﾛｰﾄﾞｾﾙ配線挿替えにより行う。

切り替え時は校正が必要

37.75kW ( 約51PS ) / 4000 r. p m. ( 添付特性図参照 )

7500 r.p.m.

ﾛｰﾄﾞｾﾙ
VLC-134S (VMC) *詳細はｾﾝｻ仕様参照
981N ( 100kgf )
中心より225mm
中心より675mm (3:1)

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ指示計 *詳細はｾﾝｻ仕様参照
N

8パルス/回転
ｱﾝﾌﾟ内蔵ﾋﾞｰﾑｾﾝｻ ( EE-SX772A ｵﾑﾛﾝ )

動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗで計算 PC上に表示
*詳細はｺﾝﾄﾛｰﾗ仕様参照

完全密閉方式。 給水圧により循環
10 L / min 以上

制動ﾕﾆｯﾄﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ、支持ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ、冷却水Oﾘﾝｸﾞ(分解時のみ)
*型番など詳細は納入仕様書にてご説明

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ交換。約2500時間 *
* 単気筒やﾂｲﾝｴﾝｼﾞﾝなどのﾄﾙｸ変動の多い動力機器の測定や、

使用の方法などにより交換までの時間が短くなります。ご了承くだ
さい。

約 260 kg 補器類を除く。

外形図参照

校正ｱｰﾑ、校正錘
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(1) 動力計DA50-UW仕様 制動特性

1. 制動ﾄﾙｸ特性

2. 制動出力特性

最大吸収特性

制動
可制御範囲

※ 制動可制御範囲以下の出
力・ﾄﾙｸの測定はできません。
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(4) PCｿﾌﾄｳｴｱ仕様 1/3

動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙ

[1.] 名称

[2.] 表示機能

[3.] 物理量計算

[4.] 動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗ通信

[5.] 追加ｱﾅﾛｸﾞ
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

[6.] 記録機能

[7.] 保存形式

[8.] 印刷機能

[9.] 手動負荷設定

[10.] 自動記録機能

「動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙ」

動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗとの通信により、ｾﾝｻﾃﾞｰﾀを取得。
ｱﾅﾛｸﾞ、もしくはｾﾝｻ単体とPCの通信により取得。

ｱﾅﾛｸﾞ入力値校正可能。
ｾﾝｻﾃﾞｰﾀから物理量を計算し表示する。
表示ﾃﾞｰﾀに複数通信回数分の移動平均をかける事が可能。
表示方式、ｸﾞﾘｯﾄﾞへの数値表示、ﾒｰﾀ表示、ｸﾞﾗﾌ表示。

計算式は出荷時に専用編集ｿﾌﾄｳｴｱで設定して出荷。
計算式設定可能個数26CH（ｱﾅﾛｸﾞｾﾝｻ変換式CHを含む。)

ｾﾝｻ値⇔物理量変換は計算式もしくはﾃｰﾌﾞﾙ参照変換。
（計算式は添付資料参照）

絶縁USBｼﾘｱﾙ変換器 経由でRS232C ( COMﾎﾟｰﾄ )
ＰＣとの接続はＵＳＢ
通信ｻｲｸﾙ 5回/秒

USBｱﾅﾛｸﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽを4CH単位で、最大8CHまで拡張可能。

ＰＣとの接続はＵＳＢ
通信ｻｲｸﾙ 5回/秒 (入力前段ﾌｨﾙﾀ機能搭載)

任意のﾀｲﾐﾝｸﾞで記録操作を行うことにより計算済みﾃﾞｰﾀの記録。
表示用の物理計算値から任意に設定したﾃﾞｰﾀ種類を24種まで保

存可能。（出荷時設定は添付資料参照）
記録したﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌ表示機能。印刷機能。

任意のﾌｫﾙﾀﾞに自動的にﾌｧｲﾙを作成する。
ﾌｧｲﾙには測定条件、定数などを同時に記録する。
ﾌｧｲﾙ拡張子は.csv でＥＸCＥＬなどで読み込み可能。
(ﾌｧｲﾙ内の書式は添付資料参照）

記録済みﾃﾞｰﾀの一覧印刷
記録済みﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌ印刷。印刷するﾃﾞｰﾀ種の設定は任意に設定
可能。

ｺﾝﾄﾛｰﾗは本ｿﾌﾄｳｴｱと通信時にのみ手動負荷設定可能。指示は
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙﾀﾞｲｱﾙで操作する事ができる。

1. ﾀｲﾏｰ記録機能 (標準搭載)

2. 速度目標値のﾊﾞｯﾁ変更＆自動記録 (ｵﾌﾟｼｮﾝ)

3. ｽﾃｯﾌﾟ設定式自動記録機能 (ｵﾌﾟｼｮﾝ)

1.
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(4) PCｿﾌﾄｳｴｱ仕様

閲覧用ｿﾌﾄｳｴｱ

[1.] 名称

[2.] 表示・編集機能

[3.] 印刷機能

ｺﾝﾄﾛｰﾗ設定ｿﾌﾄｳｴｱ

[1.] 名称

[2.] 設定機能

[3.] 通信

「動力計ﾃﾞｰﾀ閲覧ｿﾌﾄｳｴｱ」

動力計ｿﾌﾄｳｴｱで記録したCSV形式ﾌｧｲﾙのみ開くことが可能。

開いたﾃﾞｰﾀの記録済み数値およびｺﾒﾝﾄ、ｸﾞﾗﾌ、測定条件等、定
数等を閲覧可能。定数等と計測数値は編集不可。ﾃﾞｰﾀｿｰﾄ機能
あり。
ｸﾞﾗﾌは横軸、縦軸とも任意のﾃﾞｰﾀ種を設定する事ができる。

記録済みﾃﾞｰﾀの一覧印刷
記録済みﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌ印刷。印刷するﾃﾞｰﾀ種の設定は任意に設定
可能。

「動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗ設定」

接続している動力計に関して、以下のﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定可能

○ 過回転速度警報の閾値回転速度設定
○ 速度目標値追従制御のｹﾞｲﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ

1. 「動力計ﾃﾞｰﾀ収集・ｺﾝﾄﾛｰﾙ」ｿﾌﾄｳｴｱと同方式。

ただし、同時使用はできない。

2.

3.

2/3

※ その他のｵﾌﾟｼｮﾝｿﾌﾄｳｴｱ機能についてはそれぞれの解説をご覧ください。
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動力計ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｴｱ

動力計ﾃﾞｰﾀ閲覧ｿﾌﾄｳｴｱ

動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗ設定ｿﾌﾄｳｴｱ

(4) PCｿﾌﾄｳｴｱ仕様


